
■材料の種類／本　体：鉄（底の厚さ 2.0mm）
　　　　　　　取っ手・アミ：鉄
■表面加工　／本体・取っ手：シリコン焼付け塗装
　　　　　　　ア　ミ：クロムめっき
■寸法／ 24cm
■満水容量／ 2.9ℓ
■適正油量／約 1.0ℓ

●本製品には流通段階での錆の発生を防止するため、表面にシリコン焼付け塗装を施し
てあります。使用を重ねるうちに塗膜は徐々に剥離や摩耗をしていきます。永久に付
着しているものではありません。また、万一、剥離した塗膜を食べてしまった場合でも
食品衛生法に適合した塗料を使用しておりますので人体に影響はございません。

●ご使用後そのままにしておきますと錆びる場合があります。使用後は食器用中性洗剤
をつけて柔らかいスポンジで洗い、水気をよく拭き取ってください。次に本体を弱（弱
火）で加熱して十分に乾燥させてください。その後、本体が十分に冷めたことを確認し
てから、食用油を全体的に薄く塗って（保管して）ください。

●食器洗浄機などでは洗浄しないでください。塗膜の剥離や錆の発生原因になります。
●塩分や酸などを含んだ汚れが付着したままや濡れたままの状態（浸け置きなど）で放
置しないでください。また、湿気の多い場所での保管はしないでください。錆の発生原
因になります。

●表面の塗膜を痛めますので普段のお手入れの際はスチールたわしやアルカリ性洗剤、
研磨剤などの使用はさけてください。表面の塗膜が破損し錆の発生原因になります。

●こげつきなどを落とす場合は金属製の固いものを使用しないでください。
●調理後の油などは本体で長期保存せず、別の容器に移してください。
●本体に落下などの強い衝撃を与えないでください。
●手の届きにくい高所には保管しないでください。取り出し時に落下する危険がありま
す。

普段のお手入れとは異なりますが、まずその部分の錆をスチールたわし
などでこすり落としてください。次に水などで洗い流してから弱（弱火）
で加熱して十分に乾燥させ、食用油を薄く塗って（保管して）ください。
鉄素材の特徴で、いずれ油がその部分になじんでいき、錆びにくい状態
になります。また、塗膜の葉損や錆の発生は製品性能等には特に影響は
なく、通常通りにお使いいただけます。

油を塗らない場合は、塗装の剥離が早まる場合があります。

●ご使用前には必ず、各部に異常がないことを確認してください。取っ手のガタつきや変
形などが生じている場合には使用しないでください。

●ご使用前には食器用中性洗剤をつけて洗い、お湯で十分に流してください。次に乾いた
布などで水分を拭き取り、十分に乾燥した状態にしてから使用してください。

　※お買い求め直後など、製品にシール等が貼ってあるものは、それを剥がしてください。
シールが剥がれにくい場合には、ドライヤーなどで温めると剥がれやすくなります。

●煮沸消毒はしないでください。水分が本体素地まで浸透して塗膜が剥離し、錆の発生原
因になります。

●お手持ちの加熱機器の取扱説明書をよく読んでいただき、正しくお使いください。
●品質には万全を期しておりますが、万一、不具合やご不明な点がありましたら
　　　　　　　までお問い合わせください。

●ストーブの上や七輪などの炭火では絶対に使用しないでください。落下や
異常過熱による破損から事故につながるおそれがあります。

●オーブン・電子レンジでは使用しないでください。
●加熱中や調理直後は本体や取っ手が熱くなっていますので、火傷に十分注
意してください。つかむ際には鍋つかみやふきんを用いて、すべらないよう
にしっかり握ってください。また、乳幼児は遠ざけ、絶対に触らせないよう
にしてください。

●調理後など本体が熱いうちに、紙などの燃えやすいものの上には置かない
でください。

●調理後（使用後）の油の保管や廃棄は、十分に油温が下がったことを確認し
てから行ってください。

●廃油処理で油を固める凝固剤などを使用した場合、固まった油を本体内に
長時間放置しないでください。結露現象により塗膜が剥離し、錆の発生原因
になります。

●調理後など、油を他の容器に移す際には本体外面への伝いもれや飛び散り
に注意してください。

●火力は必ず中（中火）以下で使用してください。特に、２００Ｖの調理器（ク
ッキングヒータなど）の最大火力で加熱しますと、変形などの原因になり、
火傷や火災などの事故につながるおそれがあります。また、加熱中にブーン
やジーといった音が生じることがありますが、これは本体が共鳴するため
で製品の異常ではありません。

●油を加熱する際には、蓋はしないでください。また一時的であっても調理中
は蓋をしないでください。

【より長くお使いいただくためには】
●湯沸し、煮物や汁物などの調理は絶対にしないでください。水分が本体素地まで浸透
して塗膜が剥離し、錆発生原因になります。

●使用後は十分に乾燥させた後、食用油を全体的に薄く塗ってから保管してください。
　※乾燥の方法は「お手入れ・保管について」の項目で確認してください。

【クッキングヒータで使用する場合には】
●「揚げ物モード」では急激に油の温度が上昇するため危険ですので、使用しないでく
ださい。通常の加熱モードの「中火力」以下で使用してください。その際は、温度制
御ができない場合があります。火災などを防ぐためにも加熱中は絶対にその場を離れ
ず、温度計などで必ず油温の確認をしながら調理してください。

●使用前には、お手持ちのクッキングヒータの取扱説明書をよく読んでいただき、本品
が使用できるか確認してください。また、機種によっては温度表示と実際の油の温度
に誤差が生じてしまう場合がありますので、ご注意ください。

●本品は天ぷら・揚げ物専用鍋です。煮物調理などその他の用途には使用し
ないでください。

●油の温度は２００℃以上にしないでください。油の過熱による火災の危険
があります。

●空焚きは絶対にしないでください。空焚きは火災や本体の変形、取っ手の破
損や火傷の原因になります。万一、誤って空焚きをしてしまった場合は、水
などで急に冷やさず自然に冷やしてください。

●取っ手にガタつきなどがある状態では使用しないでください。脱落して事
故になる恐れがあります。

●取っ手のガタつきなどの破損に対し、改造や応急処置をして使用すること
は危険ですのでやめてください。

●油量が極端に少ない場合には急激に油温が上昇し発火するおそれがありま
す。

●フチまで油を満たした状態で使用しないでください。適正油量で使用して
ください。

　※適正油量は品質表示に記載してあります。
●本品は加熱機器の中央部に載せて、安定させた状態で使用してください。
●調理中の油のつぎ足しは危険ですのでやめてください。
●水分の多い食材を調理する場合、十分な水切りをしてください。
●鍋底の水滴などは拭き取ってから使用してください。
●ガスコンロで使用する場合、炎が本体底面からはみ出さないように火力を
調節してください。また、隣接する別のコンロの炎が取っ手部分にあたらな
いように向きを調節してください。

●箸・カス揚げなどを使用する際は、アミに引っ掛けないように十分注意し
てください。また、取り外しの際にもご注意ください。

●アミは確実に鍋のフチにかけて、安定させた状態で使用してください。


